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ラーニングアナリティクスセンター

研究・開発 システム運用 データ管理

• 先進的な研究実施，成果発表
• 研究成果を全学の教育に還元

• M2Bシステムの運用・保守
• システム利用サポート

• 教育データの一元管理
• データ運用ガイドライン策定

教員：10名（全員兼任），テクニカルスタッフ：4名，事務補佐員：2名
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これまでのシステム利用サポート
WebフォームWebマニュアル

九州大学のMoodle用に
内容をアレンジ

マニュアルを読んでも解決し
ない／内容が見つからない場
合はフォームから問い合わせ
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Moodle利用実績とサポート件数

20232022202120202019～2016

2,179
コース

10,620
コース

7,282
コース

6,925
コース

6,752
コース

コロナ禍

全学サービス
として展開

問い合わせ応答

毎年400件程度対応
撤廃 縮小 推奨 移行中

電話対応 メール対応 フォーム AI自動応答
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チャットボット開発コンセプト

できるだけ
ノーコード

既存リソース
を有効活用

メンテナンスの
簡便性

コーディングを専門としないスタッフでも今後
同様のAIチャットボットを開発できるように

既作成のWebマニュアルは，本学のシステムに
特化したノウハウ集なので，それを活かしたい

ちょっとしたアレンジ，機能の追加，試行錯誤
などを簡単にできるようにしたい
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DifyによるAIチャットボットの実装

オープンソースのLLMアプリ
開発プラットフォーム

GUIでチャットボットなどの
ワークフローを作成可能

クラウドサービスもあり

https://dify.ai/jp

今回はローカル版をAWS上に
構築（自前で環境を構築）
4GB RAM，2vCPU，80GB SSD
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チャットボットの実装 ～全体，フィルタ～

開始 回答出力フィルタ 外部知識 回答生成

• Web UI上でブロックを配置して線で結ぶだけで，チャットフローを作成
• 学習支援システムに関する質問かどうかをざっくりフィルタリング
 判定にはGPT-4oを利用
 「Q＆A対象外」の場合は，定型文を出力して終了
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チャットボットの実装 ～外部知識～

開始 回答出力フィルタ 外部知識 回答生成

• ラーニングアナリティクスセンターが公開しているWebマニュアルを利用
 https://la.kyushu-u.ac.jp/usage-support/

• チャットフローに外部知識ブロックを挿入する前に，知識ベースの準備が必要
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知識ベースの準備

WebマニュアルのURL
※サブページも対象

自動を選択
※今後，要検証

text-embedding-3-largeを使用

ベクトル検索を選択

• 今回は標準設定の機能をそのまま使用
• 全18ページのWebページを知識ベース化
 1～2分で作成完了
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チャットボットの実装 ～外部知識の指定，回答生成～

開始 回答出力フィルタ 外部知識 回答生成

• 知識ベースを後から追加することも可能
 マニュアルが変更された場合
 マニュアルを追記した場合

• 知識ベースの検索結果を踏まえて回答生成
 回答生成にはGPT-4oを利用

準備した知識ベースを指定
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プレ運用：LAセンタースタッフによる回答内容検証

Moodleについて
11%

ログイン
15%

コース登録
8%

出欠
8%課題提出

9%

フォーラム
15%

資料閲覧
1%

小テスト
8%

アンケート
6%

日誌
5%

その他
14%

79件

スタッフによる5段階評価

※フィルタを
通過した質問

0
1
2
3
4
5

的確性 正確性
知識ベースあり 知識ベースなし

Moodle利用に関する質問を網羅的に検証

4.25 4.46

2.92
3.49

的を射た回答？ 内容は正確？
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項目別の検証結果

0

1

2

3

4

5

的確性 正確性 的確性 正確性 的確性 正確性 的確性 正確性 的確性 正確性 的確性 正確性 的確性 正確性 的確性 正確性 的確性 正確性 的確性 正確性 的確性 正確性

Moodleについて ログイン コース登録 出欠 課題提出 フォーラム 資料閲覧 小テスト アンケート 日誌 その他

知識ベースあり 知識ベースなし 他の項目より低スコア
→本学のMoodleでは表示さ
れない内容が含まれていた• 知識ベースを利用した方が全体的に良い傾向

• 本学の独自仕様（カスタマイズ）した内容にも適応
 ログイン方法
 コース登録
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フィルタの検証

開始 フィルタ

• 113件の検証質問
• うち，34件がフィルタにより除外

みつばシステムってなんですか

フォーラムに返信したい

アンケートに回答を送信するには

チャットボットって何？

除外された質問事例 GPT-4oが学習支援システムに関
する質問と判断しなかった質問

質問の頭に「Moodleの」とつける。
×フォーラムに返信したい
○Moodleのフォーラムに返信したい
×フォーラムの投稿内容を見たい
○Moodleのフォーラムの投稿内容を見たいスタッフさん

ノウハウ

違う質問を挟むと回答してくれるときが
あるが、絶対ではない。
×フォーラムって何ですか？
○（「ムードルの使い方を教えて」の質
問の後に）フォーラムって何ですか？

機能名や何をしたいかなど、キーワードを具体的、複数個、質問文に入れるようにする。
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追加マニュアルの作成，知識ベースへ追加導入，効果検証

• 「的確性」の評価スコア2以下の質問7件を抽出
• 知識ベースを補強
 追加マニュアルを作成
 知識ベースに追加登録
 チャットフローに追加

• 同じ質問をして回答結果を検証

追加マニュアル
※今回はPlain Textで作成

0
1
2
3
4
5

的確性 正確性
追加前 追加後

1.75 2.63

4.75 4.88
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検証に協力いただいたスタッフさんの声
疑問点があったとき、問い合わせするには躊躇するが、チャットボット
で解決できるなら使いたいと思う学生は多いかもしれない。

マニュアルを読んだら解決するような問い合わせが学生からまれにある。
そのような問い合わせは減ると思う。

教員の問い合わせは複雑なものが多いのが、複数回やり取りしてもらう
と解決するかもしれない。

Moodleのバージョンによって操作方法が変わることがあるので問い合わ
せを学習させるのは難しいが、FAQを学習させておくとよくある問い合
わせも解決してて、問い合わせが減ると思う。

負担が減ると思う。

チャットボット
の導入で，問い
合わせの対応の
負担は減りそう
ですか？？
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まとめ

LMS 利用支援のためのAI チャットボット開発
 ノーコード開発（powered by ）
 Webマニュアルを知識ベースに活用

知識ベースの利用効果
 既成のマニュアル利用で的確性，正確性が大幅Up
 マニュアルの検証，改定の検討にも一役

今後の展望
 プレリリース → 正式リリース
 導入効果検証（問い合わせ件数，業務負担）
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LAセンターシンポジウムのご案内

開催日時，場所，開催方式：
2025年1月7日 13:00〜16:05

オンライン＆現地（九州大学伊都キャンパス）

テーマ：
AIと人間の協働，信頼関係の構築，共生
招待講演2件＋事例紹介3件＋パネルディスカッション

詳しくは 参加登録



ご清聴ありがとうございました

ご質問・お問い合わせ
atsushi@ait.kyushu-u.ac.jp
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